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米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
中
南
部
に

あ
る
エ
ル
マ
イ
ラ
市
は
人
口

万

千
人
で
、
米
国
で
よ
く
見
ら
れ
る
典

型
的
な
小
さ
な
町
で
は
あ
る
が
、
歴

史
的
に
周
辺
地
域
の
交
易
、
産
業
、

金
融
、
医
療
、
交
通
の
中
心
と
し
て

重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
た
。
現
在

市
内
に
は
地
域
の
た
め
の
美
術
館
、

劇
場
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
諸

施
設
が
あ
り
、
地
域
の
文
化
振
興
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

年
、
エ
ル
マ
イ
ラ
大
学

は
米
国
で
最
初
の
女
子
校
と
し
て
同

市
に
開
学
し
た
。

年
に
は

共
学
と
な
っ
た
が
、
同
大
学
が
「
女
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私は今年の 月から 月にかけてオーストラリアのジーロン
グラマースクールに短期留学をしました。最初の一週間余りを
寮で生活し、残りの 週間ホームステイをしました。ジーロン
グラマーには外国から多くの留学生がきており、ジーロンの制
服を着れば何の特別視もされませんでした。
また多くの人が親元をはなれて生活しているため、ホーム

シックにかかっている生徒もいるようでした。始めのころは英
語が思うように通じなかったりして、とても楽しいとはいえま
せんでしたが、日がたつにつれて仲の良い友達もでき、英語も
通じるようになりました。ホームステイをするころには、すっ
かりオーストラリアの生活に慣れており、その後の 週間は非
常に楽しく普通に英語で話すようになっていました。
そんなオーストラリアの生活で一番驚いたことは、授業内容

でした。率直にいえばとても楽な勉強です。日本でいう主教科
と副教科の割り合いが 対 位でした。私はオーストラリアに
行く前から、この学校は世界的にも有名な名門校ときいていた
のに、数学は日本と比べものにならないくらい簡単で、世界史
は覚える必要がなく、英語の授業は図書館で読書、生物は花の
観察などで、「信じられない。」と最初は思いました。
しかしすべての授業は、自分で考え、自分でするのであって

受け身ではありませんでした。後半ごろには日本の詰め込み教
育よりどんなによいか理解できました。この短期留学を通して
英語は受験に必要な教科としてでなく、一つの言語として私の
一部となりました。
（ 年 月 月、豪・ジーロン・グラマースクールへ派遣）

留学生レポート留学生レポート

大阪国際大和田高校
年生 山内 彩代

（写真左）

授業は楽だが
自分で考え自分で学ぶ

日本に来てあっという間に 年という時間が経ちました。時

間の速さに驚きを感じざるをえません。今、振り返って見ると

喜・怒・哀・楽がいっぱいある 年でした。

大阪国際大学に来るきっかけになったのは、台湾で日本留学

についてのフェアーが開催された時、バイトとして通訳したか

らです。そこで、大阪国際大学の情報をえることができ、日本

にくることになったのかもしれません。

今は経営情報学研究科の 年生ですが、最初の半年は大阪国

際大学の留学生別科に入って勉強をしました。短かった半年の

留学生別科の生活でしたが、いろいろなことを学ぶことができ

ましたし、最初に留学生別科にはいってよかったと思っていま

す。なぜならば、まず、ホームスティーをしながら、日本の生

活について学ぶことができ、学校では日本語能力を一段とアッ

プしながら、大学院の試験の準備をすることができたのです。

さらに、違う国の友達と出会って、国々の文化あるいは習慣

などを交流し、いっぱいの思い出を作ることまでできたからで

す。一番印象に残ったことは、野村證券での 週間企業研修で

す。留学生友達と一緒に経済及び証券などについての基本知識

を勉強しながら、日本の証券会社を少しでも分かるようになっ

た良い経験でした。

将来は修士を卒業して、就職をしたいと思います。しかし、

その前に、卒業するため、しっかり研究をしなければ論文がか

けませんので、がんばりたいと思っています。

（台湾出身）

留学生別科で
「日本を学んだ」

子
校
の
母
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
が
こ

こ
に
あ
る
。
現
在
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

カ
レ
ッ
ジ
と
し
て
の
教
育
を
継
続
し

な
が
ら
、
学
生
を
職
業
の
プ
ロ
と
し

て
世
界
へ
送
り
出
す
た
め
の
専
門
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。
同
大

学
で
は
早
く
か
ら
国
際
教
育
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
留
学
生
の
受
け
入
れ

も
積
極
的
だ
。

本
学
と
大
学
間
協
定
が
締
結
さ
れ

た
の
は

年
で
、
現
在
ま
で

名
の

本
学
学
生
を
交
換
留
学
生
と
し
て
受

け
入
れ
て
お
り
、
本
学
の
協
定
校
の

中
で
最
も
交
流
が
盛
ん
な
協
定
校
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
教
員

交
流
も
始
ま
り
、
本
学
の
教
員
が
本

年
度

年
間
同
校
で
研
究
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
エ
ル
マ
イ
ラ
大
学
の

学
生
数
は

人
と
小
規
模

な
た
め
、
留
学
生
活
は
と
て
も
フ
レ

ン
ド
リ
ー
で
、
約

ヶ
月
の
滞
在
で

多
く
の
友
人
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

留
学
生
の
多
く
は
、
ま
ず
英
語
集

中
コ
ー
ス
で
の
英
語
の
学
習
か
ら
始

ま
る
。
こ
れ
は
学
部
科
目
を
受
講
す

る
の
に
必
要
な
高
度
な
英
語
力
を
養

成
す
る
た
め
で
、
交
換
留
学
生
と
い

え
ど
も
こ
の
期
間
を
経
な
け
れ
ば
学

部
の
ク
ラ
ス
を
と
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
し
て
十
分
な
英
語
能
力
が
備

わ
っ
た
頃
、
学
生
の
専
門
に
従
っ
て

専
門
科
目
の
履
修
が
許
可
さ
れ
る
。

基
準
は
厳
し
く
、
学
生
管
理
を
徹
底

的
に
行
う
。

こ
の
姿
勢
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
同

高
齢
化
社
会
が
進
み
、
生
涯
教

育
、
生
涯
学
習
の
必
要
性
が
叫
ば

れ
て
久
し
い
。
教
育
は
、
最
終
的

に
は
自
分
自
身
を
制
御
し
、
社
会

生
活
を
共
同
で
営
む
一
員
と
し
て

能
動
的
で
主
体
的
な
自
己
を
形
成

す
る
た
め
に
な
さ
れ
る
。
学
習
は
、

教
育
を
受
け
入
れ
る
活
動
そ
の
も

の
で
あ
る
。

一
生
涯
を
通
じ
て
、
自
己
の
主

体
性
を
発
揮
す
る
源
は
「
脳
」
で

あ
る
。
こ
の
「
脳
」
を
鍛
え
る
こ

す
る
だ
け
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た

こ
と
だ
が
）、間
違
い
な
く「
脳
力
」

を
伸
ば
す
。
計
算
力
は
無
論
の
こ

と
、集
中
力
や
根
気
な
ど
、現
代
っ

子
に
著
し
く
欠
け
て
い
る
と
言
わ

れ
る
諸
々
の
能
力
を
伸
長
さ
せ
る
。

こ
れ
は
珠
算
塾
の
授
業
を
見
れ
ば

信
じ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信

す
る
。巷
で
言
わ
れ
る
よ
う
な「
学

級
崩
壊
」
な
ど
、
珠
算
塾
で
は
皆

無
で
あ
る
。

安
価
で
手
軽
な
計
算
機
が
普
及

し
て
い
る
昨
今
、
計
算
器
具
と
し

て
の
そ
ろ
ば
ん
は
、
時
代
の
要
請

か
ら
疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
珠

算
学
習
を
通
じ
て
磨
か
れ
る
「
人

間
力
」
は
、
昔
も
今
も
必
要
不
可

欠
に
違
い
な
い
。

珠
算
学
習
の
現
代
的
意
味
を
再

認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
計
算
器

具
で
あ
る
そ
ろ
ば
ん
は
、
意
欲
的

に
学
び
始
め
た
そ
の
瞬
間
か
ら

「
自
己
教
育
器
具
」
へ
と
見
事
に

昇
華
す
る
、「
人
類
の
知
恵
」
の

結
晶
な
の
だ
か
ら
。

直

言

と
が
、
最
近
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て

い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
は
大
学

年
時
か
ら
、
珠
算

塾
と
学
習
塾
で
講
師
を
し
て
い
る
。

ま
た
私
自
身
も
長
年
、
珠
算
の
競

技
会
に
出
場
し
続
け
、
数
度
「
そ

ろ
ば
ん
日
本
一
」
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

だ
か
ら
言
う
の
で
は
な
い
が
…
。

珠
算
の
学
習
は
（
自
分
が
練
習

求
め
ら
れ
る「
脳
力
」を
伸
ば
し

求
め
ら
れ
る「
脳
力
」を
伸
ば
し

「
人
間
力
」を
磨
く
こ
と

「
人
間
力
」を
磨
く
こ
と

度
の
そ
ろ
ば
ん

度
の
そ
ろ
ば
ん

日
本
一
に
輝
く

日
本
一
に
輝
く

金
本
和
祐

金
本
和
祐

大阪国際大学大学院経営情報
学研究科修士課程 年 健孝（トウ ケンコウ）

提
携
校
紹
介

提
携
校
紹
介

《
大
阪
国
際
大
学
》

エルマイラ大学エルマイラ大学

大
学
が
全
米
の
大
学
の
中
で
常
に
高

い
評
価
を
受
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

同
大
学
と
の
協
定
が
締
結
さ
れ
て
は

や

年
が
経
ち
、
互
い
に

世
紀
の

国
際
教
育
に
向
け
て
、
更
に
活
発
か

つ
永
続
的
な
友
好
協
力
関
係
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

（
大
阪
国
際
大
学
国
際
交
流
課

課
長
代
理

松
岡

泰
司
）

交
換
留
学
生
に
高
度
な
英
語
力
教
育

交
換
留
学
生
に
高
度
な
英
語
力
教
育

本
学
の
学
生
教
員
と
の
交
流
も
盛
ん

美しい自然に囲まれた煉瓦造りの建物。国際大からの派遣留学生は、このキャンパスで多忙ながら充実した生活を送る

（
敬
称
略
）

女
子
大
海
外
派
遣
留
学
生

小
坂
弥
奈
（
国
際
コ
ミ

）

中
垣
香

奈
栄
（
同

）

沖
嶋
理
絵

山
根
由

里
（
以
上
ス
ポ

）

短
大
海
外
派
遣
留
学
生

田
島
聖
子
（
家
政

）

尾
崎
真
理
（
幼

教

）

前
田
志
麻
（
国
際

）

滝
井
高
カ
ナ
ダ
、
ハ
ー
バ
ー
ガ
ル
・

カ
レ
ッ
ジ
派
遣
留
学
生

内
田
奈
美
（

）

竹
本
結
香
（

）

奥
田
政
三
教
育
・

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

研
究
基
金
奨
学
生

女
子
大

泉

小
百
合
（
コ
ミ

）

田
中
仁
子

（
人
健

）

桑
原
智
子
（
ス
ポ

）

小
栗
優
観
（
国
コ
ミ

）

短
大

吉
岡
真
澄
（
家
政

）

伊
東
由
貴
（
同

）

宮
本
久
子
（
幼
教

）

福
田

か
ん
な
（
同

）

上
田
喜
子

藤
井

あ
ゆ
み
（
以
上
国
際

）

資
格
取
得
者

（
敬
称
略
）

国
際
大

第

回
英
検

級
合
格
者

人

女
子
大
・
短
大

第

回
秘
書
技
能
検
定

級
合
格

者

人

（

月

日
実
施
）

学
科
団
体
試
験

（

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上
は
次
の
通
り
。

女
子
大
コ
ミ

出
口
知
子

滝
井
高
校

第

回
英
検

級
合
格
者

年
生

赤
井

恵

末
石
朋
子

岳

川
仁
美

橋
本
い
つ
か

橋
本
美
佐

海外からの留学生に日本の生活・習慣・言葉や文化をよりよく理解してもら

うために、留学生を受け入れてくださるご家庭を募集しています。専任の担当

者があらゆる面からサポートします。

謝礼

‥

月額 万 千円（平日 朝夕 食、土日祝日 朝夕 食）

ホストファミリー対象「大学教養講座」（月 回）無料参加や大学図書

館の利用等の特典があります。

期間等詳細については

大阪国際大学国際交流センター（

‥

）まで。

平
成

年
度

（
敬
称
略
）

月 日

年
度

大
阪
国
際
学
園

大
阪
国
際
学
園

特
別
奨
学
生

特
別
奨
学
生

弥
田
真
澄

中
井
絵
美

大
和
田
高
校

第

回
英
検

級
合
格
者

年
生

江
口
麻
美

荒
木
陽
子

諏

訪
原
智
美

永
田
勢
理
子

田
奈
緒

美

藤
井
久
子

松
本
朋
子

安
田
早

紀
子年

生

黒
田
麻
利
子

秦

三
和

東

志
保
子

大阪国際女子大学では、次の通り外国人留学生（女子）のホストファミリー

を募集しています。

・平成 年 月下旬 平成 年 月の間の ヶ月間以上受入れ可能で、個室お

よび食事（平日 食、土日祝日 食）を用意していただけるご家庭。

・通学に要する時間が 時間以内のご家庭。

謝礼

‥

月額 万円。お申込・お問合せは

大阪国際女子大学国際交流課（

‥

）まで。

大阪国際大学ホストファミリー募集大阪国際大学ホストファミリー募集

大阪国際女子大学ホストファミリー募集大阪国際女子大学ホストファミリー募集
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大
阪
国
際
大
学
国
際
関
係
研
究
所

主
催
に
よ
る
、
恒
例
の
第

回
「
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ア
ム
」
が
、

月

日

日
本
綿
業
倶
楽
部
（
大
阪
市
中
央
区

備
後
町
）
で
開
催
さ
れ
た

写
真

。

後
援
は
関
西
経
済
連
合
会
、
大
阪
商

工
会
議
所
、
大
阪
工
業
会
、
関
西
生

産
性
本
部
。

回
目
を
迎
え
た
今
回
の
テ
ー
マ

は
、「
日
本
経
済
の
行
方
と
日
本
的

経
営
の
将
来
」。
時
機
を
得
た
話
題

と
あ
っ
て
、
在
阪
企
業
の
幹
部
ら
約

人
が
出
席
さ
れ
た
。

講
演
者
は
サ
ン
ト
リ
ー
常
勤
監
査

役
友
松
康
夫
氏
、
株
式
会
社
ア
シ
ス
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第

回
目
を
迎
え
た
、
女
子
大
・

短
大
女
性
学
研
究
所
と
読
売
新
聞
大

学
教
授
で
、『
ひ
弱
な
男
と
フ
ワ
フ

ワ
し
た
女
の
国

日
本
』
な
ど
の
著

者
で
あ
る
マ
ー
ク
ス
寿
子
さ
ん
が
、

「
日
本
の
教
育
と
子
育
て
」
と
題
し

て
基
調
講
演
。
暴
力
や
非
行
、
い
じ

め
な
ど
は
昔
か
ら
あ
っ
た
が
、
そ
の

質
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を

説
明
し
、「
親
は
子
供
と
向
き
合
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
親
子

が
本
来
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
原

第

回
高
校
生
論
文
コ
ン
ク
ー
ル

「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞
」
は
、

月
に
全
国
約

校
の
高

校
へ
募
集
要
項
の
送
付
と
、
毎
日
新

聞
紙
上
告
知
に
よ
る
作
品
募
集
を

行
っ
て
い
た
が
、

月
末
日
締
め
切

ら
れ
、
全
国
か
ら

編
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。

毎
日
新
聞
に
よ
る
全
国
へ
の
募
集

告
知
・
広
告
や
、
京
阪
神
を
中
心
と

し
た
高
校
訪
問
、
説
明
会
で
の
要
項

配
布
等
が
功
を
奏
し
、
昨
年
（

編
）
を
大
幅
に
上
回
り
、

編
を
越
え
る
数
と
な
っ
た
。

秘
境
と
は
「
外
部
の
人
が
足
を
踏

み
入
れ
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
世
間
に
知
ら

れ
て
い
な
い
土
地
」
で
あ
る
。
そ
こ

に
「
誰
で
も
行
け
る
」
と
い
う
の
は
、

矛
盾
で
あ
る
が
、
著
者
は
、「
誰
で

も
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
、
か
つ
て

の
世
界
の
秘
境
」
の
こ
と
だ
と
断
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
本
書
で
は
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
世

ら
ら
し
い
。
そ
う
い
え
ば
、
そ
れ
ら

の
地
域
も
ほ
ん
の
少
し
前
ま
で
は
、

秘
境
の
地
と
言
わ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
今
で
は
山
や
森
の
ほ
と
ん
ど
が

切
り
開
か
れ
、
人
口
爆
発
、
エ
イ
ズ
、

貧
困
、
政
情
不
安
な
ど
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
。
秘
境
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
は
す
っ
か
り
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。
一
方
、
本
書
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
か
つ
て
の
秘
境
に
は
、
ま
だ

秘
境
の
香
り
が
残
っ
て
い
る
。
高
地

や
極
寒
地
な
ど
、
自
然
環
境
が
厳
し

い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
た
り
、
最

近
ま
で
鎖
国
政
策
を
と
っ
て
い
た
り

し
た
た
め
だ
ろ
う
、
少
数
の
人
々
が

自
然
に
適
応
し
た
固
有
の
文
化
を

も
っ
て
生
活
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

自
然
や
文
化
に
じ
か
に
触
れ
ら
れ
る

こ
と
こ
そ
が
、
パ
ッ
ク
旅
行
で
は
味

わ
え
な
い
、
秘
境
ツ
ア
ー
の
魅
力
に

な
っ
て
い
る
。
ツ
ア
ー
客
の
数
が
増

え
る
ほ
ど
、
秘
境
で
は
な
く
な
る
と

い
う
矛
盾
を
抱
え
て
は
い
る
が
、
今

後
も
秘
境
の
香
り
が
失
わ
れ
な
い
こ

と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

一
部
の
ツ
ア
ー
に
は
本
学
園
の
女

子
大
・
女
子
短
大
の
学
生
も
参
加
し

て
い
る
。
彼
女
た
ち
が
異
文
化
に
触

れ
た
と
き
の
ス
ト
レ
ー
ト
で
屈
託
の

な
い
反
応
が
好
ま
し
く
感
じ
ら
れ
た
。

（
評
者
・
大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学

国
際
文
化
学
科
助
教
授

阿
部
直
哉
）

BOOK

大阪国際女子大学
名誉教授

藤木 高嶺 著

誰
で
も
行
け
る
世
界
の
秘
境

朝
日
新
聞
社

回回回回
目目目目
をををを
迎迎迎迎
ええええ
たたたた
ググググ
ロロロロ
ーーーー
ババババ
ルルルル
ママママ
イイイイ
ンンンン
ドドドド
賞賞賞賞

回
目
を
迎
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞

全
国
か
ら
一
七
六
四
編
の
応
募

全
国
か
ら
一
七
六
四
編
の
応
募

回
目
を
迎
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ

ン
ド
賞
も
名
実
と
も
に
全
国
的
に
認

知
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

月
中
旬
か
ら

月
に
か
け
、

次

次
審
査
を
行
い
、
最
終
審
査

に
は

作
品
を
選
考
。

月

日
に
、

ザ
・
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン
大
阪
で
最

終
審
査
会
が
行
わ
れ
、
グ
ラ
ン
プ
リ
、

準
グ
ラ
ン
プ
リ
、
毎
日
新
聞
社
賞
、

学
校
賞
等
が
選
定
さ
れ
る
。

ト
代
表
取
締
役
ビ
ル
・
ト
ッ
テ
ン
氏
。

ま
ず
友
松
氏
が
「
ボ
ー
ダ
レ
ス
と

時
代
の
思
潮

目
と
目
を
合
わ
せ

れ
ば
わ
か
り
あ
え
た
社
会
か
ら
の
訣

別

」
を
テ
ー
マ
に
、
次
に
ビ
ル
・

ト
ッ
テ
ン
氏
が
「
発
想
の
大
転
換

消
費
不
況
こ
う
し
て
突
破
す
る

」

を
テ
ー
マ
に
問
題
提
起
を
行
っ
た
。

続
い
て
小
田
野
純
丸
国
際
関
係
研
究

所
長
の
司
会
に
よ
る
討
議
と
質
疑
応

答
に
移
り
、
出
席
者
か
ら
は
、「
資

本
主
義
の
衝
突
が
起
き
る
の
で
は
」

「
わ
が
企
業
は
ど
う
動
け
ば
い
い
の

か
」
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、
日
本

経
済
の
視
点
、経
営
の
あ
り
方
、ボ
ー

ダ
レ
ス
化
が
進
む
と
自
ず
と
グ
ロ
ー

バ
ル
な
考
え
方
が
浸
透
す
る
の
で
は

等
、

世
紀
に
向
け
た
こ
れ
か
ら
の

日
本
経
済
の
潮
流
を
再
確
認
す
る
声

が
相
次
い
だ
。

第 回国際シンポジアム

ヘッドラインニュース
大和田中・高 「明石海峡大橋開通 周年記念フォトコンテスト」で岡田 哲教諭入選
短大 学科行事「フリーマーケット」実施（ 号館ブラウジングルーム）
幼稚園 守口市立錦中学の生徒 名が園児と交流
女子大・短大 テニス大会（ひまわり杯）開催（教職員および学生の希望者）
滝井高 年生テーブルマナー講習会（三井アーバンホテル大阪ベイ）
短大 幼児教育科「第 回ジョイフルコンサート」
国際大 平成 年度後期入学留学生別科生修了式 単位認定書授与式、修了パーティー
短大 幼児教育科の中川保子講師が「ソプラノソロコンサート」（大阪・肥後橋イ

シハラホール）
女子大・短大 教職員現地学習会（フィールドワーク）
女子大・短大 オープンキャンパス
滝井高 大和田中 高 吹奏楽部「Osaka Kokusai Joint Band Festival」

・ 短大 家政科の油谷純子助教授が「学校法人のための公開セミナー」の講師（大阪
科学技術センター）

女子大 人間健康科学科卒業生の稲田紫都子さんが日本サッカー協会公認の二級審判
員検定試験に合格（中国新聞に掲載）

・ 女子大・短大 小枝義人非常勤講師がABCラジオ「東西南北龍介がいく」、FM大阪「モーニ
ングフリーウェイ」に出演

国際大 オープンキャンパス
国際大 高校 大学連絡協議会（懇談会）（第 学区の 高校と私立長尾谷高校参加）
国際大 政経学部の宇山 博教授が大阪新聞の「予備校が大学主張」の記事でコメント
女子大・短大 門真市主催の「パソコン初級講座」を本学で開催
女子大・短大 障害者のためのボランティア水泳教室（守口養護学校の児童が参加）
女子大・短大 オープンキャンパス（施設見学会）
国際大 政経学部の井戸田 侃教授が毎日新聞の「ヒ素保険金事件『法廷内イラスト

禁止を』」の記事でコメント
女子大・短大 合唱部「ひまわりコンサート」（守口老人保健施設ラガール）
滝井高・大和田高 夏期両校合同教員研修会（テーマ「学校改革」）

・ 女子大 課外講座「日本赤十字救急法（陸上）講習会」
・ 大和田中・高 人権教育映画鑑賞（人権映画「いちご同盟」）

女子大 人間健康科学科「レジャースポーツ（夏季）」（YMCA阿南国際海洋センター）
大和田中 JOCジュニアオリンピック「アクエリアスカップ」第 回全国都道府県対抗

中学バレーボール大会の大阪府代表に 年生の松下洋子さん
女子大・短大 オープンキャンパス
国際大 本学など 大学の学生らが「枚方塾」を発足、その記事が読売新聞に掲載
女子大 人間健康科学科・スポーツ行動学科 、 回生国内研修（しあわせの村）
短大 幼児教育科「レクリエーション実技研修」（ホテルグリーンプラザ東条湖）
女子大 門真市の「子育て教室プログラム」の講師に長野文典副学長（門真市公民館）

・ 女子大・短大 「日本グループダイナミックス学会第 回大会」開催
・ 短大 家政科 年度卒業生の山本亜矢子さんが第 代ミス高松に選ばれ、JR大阪駅

アイビジョンでのイベントに登場
幼稚園 守口交通安全協会から「交通安全功労者表彰」受賞
女子大・短大 保護者懇談会
短大 ルミエール音楽サロンVol. で幼児教育科の朝倉 洋教授が司会
大和田高 昭和 年卒業生の前波艶子さんが交野市議選に初当選
女子大・短大 月卒業証書・学位記授与式（女子大 人、短大 人卒業）

月 女子大 守口市国際交流友の会発行「こんにちはMoriguchi」で本学留学生を紹介
滝井高 吹奏楽部「第 回大阪私立中学校高等学校芸術文化祭典」でオープニングファ

ンファーレ（大阪府立青少年会館文化ホール）
女子大 門真市の婦人学級「発見、わたしの力」に社会コミュニケーション学科の西

岡敦子講師が講演（テーマ「ジェンダー・フリーな社会」）
学園 評議員の森 勇藏氏がゴルフ用品製造販売のつるやの「フォーム指導ロボッ

ト」の開発に協力（産経新聞に掲載）
・ 女子大 門真市の「家庭教育セミナー」で大和田幼稚園長でもある国際コミュニケー

ション学科の久保和男教授が講演（門真市文化会館）
短大 門真市の婦人学級「発見、わたしの力」に家政科の油谷純子助教授が講演
幼稚園 久保和男園長が雑誌「ヒューマン」のインタビューを受ける（インタビュアー

はタレントのマッハ文朱さん）
国際大 「専門図書館スタッフのための実務セミナー」で図書館に新たに導入した「電

子ジャーナル」などについて足立恭和係長が講演（大阪商工会議所）
女子大 短大 守口市・ 守口市文化振興事業団との共催による公開講座（MOVE ）

女子大 スポーツ行動学科の棚田真輔教授が読売新聞夕刊にコメント
国際大 田中祥夫事務局次長が京都の「時代祭」の江戸町行列に参加
国際大 オープンキャンパス
大和田中・高 岡田 哲教諭が「第 回平成淀川花火大会フォトコンテスト発表会」で見事

入賞、その表彰式に出席（サンポードシティ 階パステルホール）
短大 家政科の大浦安弘教授が栄養関係功労者厚生大臣表彰の「栄養士養成功労者」

を受賞

ヘッドラインニュース
大和田中・高 「明石海峡大橋開通 周年記念フォトコンテスト」で岡田 哲教諭入選
短大 学科行事「フリーマーケット」実施（ 号館ブラウジングルーム）
幼稚園 守口市立錦中学の生徒 名が園児と交流
女子大・短大 テニス大会（ひまわり杯）開催（教職員および学生の希望者）
滝井高 年生テーブルマナー講習会（三井アーバンホテル大阪ベイ）
短大 幼児教育科「第 回ジョイフルコンサート」
国際大 平成 年度後期入学留学生別科生修了式 単位認定書授与式、修了パーティー
短大 幼児教育科の中川保子講師が「ソプラノソロコンサート」（大阪・肥後橋イ

シハラホール）
女子大・短大 教職員現地学習会（フィールドワーク）
女子大・短大 オープンキャンパス
滝井高 大和田中 高 吹奏楽部「Osaka Kokusai Joint Band Festival」

・ 短大 家政科の油谷純子助教授が「学校法人のための公開セミナー」の講師（大阪
科学技術センター）

女子大 人間健康科学科卒業生の稲田紫都子さんが日本サッカー協会公認の二級審判
員検定試験に合格（中国新聞に掲載）

・ 女子大・短大 小枝義人非常勤講師がABCラジオ「東西南北龍介がいく」、FM大阪「モーニ
ングフリーウェイ」に出演

国際大 オープンキャンパス
国際大 高校 大学連絡協議会（懇談会）（第 学区の 高校と私立長尾谷高校参加）
国際大 政経学部の宇山 博教授が大阪新聞の「予備校が大学主張」の記事でコメント
女子大・短大 門真市主催の「パソコン初級講座」を本学で開催
女子大・短大 障害者のためのボランティア水泳教室（守口養護学校の児童が参加）
女子大・短大 オープンキャンパス（施設見学会）
国際大 政経学部の井戸田 侃教授が毎日新聞の「ヒ素保険金事件『法廷内イラスト

禁止を』」の記事でコメント
女子大・短大 合唱部「ひまわりコンサート」（守口老人保健施設ラガール）
滝井高・大和田高 夏期両校合同教員研修会（テーマ「学校改革」）

・ 女子大 課外講座「日本赤十字救急法（陸上）講習会」
・ 大和田中・高 人権教育映画鑑賞（人権映画「いちご同盟」）

女子大 人間健康科学科「レジャースポーツ（夏季）」（YMCA阿南国際海洋センター）
大和田中 JOCジュニアオリンピック「アクエリアスカップ」第 回全国都道府県対抗

中学バレーボール大会の大阪府代表に 年生の松下洋子さん
女子大・短大 オープンキャンパス
国際大 本学など 大学の学生らが「枚方塾」を発足、その記事が読売新聞に掲載
女子大 人間健康科学科・スポーツ行動学科 、 回生国内研修（しあわせの村）
短大 幼児教育科「レクリエーション実技研修」（ホテルグリーンプラザ東条湖）
女子大 門真市の「子育て教室プログラム」の講師に長野文典副学長（門真市公民館）

・ 女子大・短大 「日本グループダイナミックス学会第 回大会」開催
・ 短大 家政科 年度卒業生の山本亜矢子さんが第 代ミス高松に選ばれ、JR大阪駅

アイビジョンでのイベントに登場
幼稚園 守口交通安全協会から「交通安全功労者表彰」受賞
女子大・短大 保護者懇談会
短大 ルミエール音楽サロンVol. で幼児教育科の朝倉 洋教授が司会
大和田高 昭和 年卒業生の前波艶子さんが交野市議選に初当選
女子大・短大 月卒業証書・学位記授与式（女子大 人、短大 人卒業）

月 女子大 守口市国際交流友の会発行「こんにちはMoriguchi」で本学留学生を紹介
滝井高 吹奏楽部「第 回大阪私立中学校高等学校芸術文化祭典」でオープニングファ

ンファーレ（大阪府立青少年会館文化ホール）
女子大 門真市の婦人学級「発見、わたしの力」に社会コミュニケーション学科の西

岡敦子講師が講演（テーマ「ジェンダー・フリーな社会」）
学園 評議員の森 勇藏氏がゴルフ用品製造販売のつるやの「フォーム指導ロボッ

ト」の開発に協力（産経新聞に掲載）
・ 女子大 門真市の「家庭教育セミナー」で大和田幼稚園長でもある国際コミュニケー

ション学科の久保和男教授が講演（門真市文化会館）
短大 門真市の婦人学級「発見、わたしの力」に家政科の油谷純子助教授が講演
幼稚園 久保和男園長が雑誌「ヒューマン」のインタビューを受ける（インタビュアー

はタレントのマッハ文朱さん）
国際大 「専門図書館スタッフのための実務セミナー」で図書館に新たに導入した「電

子ジャーナル」などについて足立恭和係長が講演（大阪商工会議所）
女子大 短大 守口市・ 守口市文化振興事業団との共催による公開講座（MOVE ）

女子大 スポーツ行動学科の棚田真輔教授が読売新聞夕刊にコメント
国際大 田中祥夫事務局次長が京都の「時代祭」の江戸町行列に参加
国際大 オープンキャンパス
大和田中・高 岡田 哲教諭が「第 回平成淀川花火大会フォトコンテスト発表会」で見事

入賞、その表彰式に出席（サンポードシティ 階パステルホール）
短大 家政科の大浦安弘教授が栄養関係功労者厚生大臣表彰の「栄養士養成功労者」

を受賞

「日本経済の行方と「日本経済の行方と
日本的経営の将来」日本的経営の将来」

在阪企業幹部ら多数出席

学
校
・
家
庭
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か

「
教
育
」「
し
つ
け
」見
直
す

女
子
大
・
短
大
「
人
間
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

阪
本
社
主
催
の
よ
み
う
り
人
間

フ
ォ
ー
ラ
ム
が

月

日
、「
女
性

の
生
き
方
と
子
育
て

い
ま
、
学

校
・
家
庭
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の

か

」
を
テ
ー
マ
に
、
大
阪
市
中
央

区
・

シ
ア
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た

写
真

。

ま
ず
は
じ
め
に
、
八
千
代
国
際
大

点
に
返
っ
て
、
親
子
の
関
係
を
取
り

戻
す
こ
と
が
大
切
」
と
、
約

名
の
参
加
者
に
熱
っ
ぽ
く
訴
え
た
。

続
い
て
マ
ー
ク
ス
寿
子
さ
ん
に
加

え
、

埼
玉
・
川
越
市
立
城
南
中
学

校
教
諭
で
、『
学
校
崩
壊
』
の
著
者

で
あ
る
河
上
亮
一
氏

精
神
科
医
で

も
あ
る
作
家
の
香
山
リ
カ
さ
ん
の

名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
読
売

新
聞
大
阪
本
社
編
集
委
員
の
音
田
昌

子
さ
ん
が
務
め
た
。「
家
庭
や
学
校

で
過
激
な
行
動
に
走
る
少
年
・
少
女

た
ち
が
増
え
、
不
登
校
、
家
出
、
暴

力
、
援
助
交
際
と
、
何
が
子
供
た
ち

を
そ
う
さ
せ
る
の
か
」
な
ど
、
パ
ネ

リ
ス
ト
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
述

べ
、家
庭
や
学
校
現
場
に
お
け
る『
教

育
』
や
『
し
つ
け
』
の
在
り
方
を
見

つ
め
直
し
て
原
因
を
探
っ
た
。

今
回
は
混
乱
の
時
代
に
ど
う
子
供

を
育
て
、
教
育
す
れ
ば
い
い
の
か
？

身
近
で
切
実
な
問
題
を
、
参
加
者
と

共
に
考
え
る
場
と
な
り
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

界
の
九
つ
の
か
つ
て
の
秘
境
を
探
訪

す
る
と
い
う
、
著
者
自
ら
が
企
画
し

た
、
一
風
変
わ
っ
た
ツ
ア
ー
の
様
子

を
紹
介
し
て
い
る
。

本
書
の
書
評
を
依
頼
さ
れ
た
と
き
、

情
報
教
育
と
生
物
を
専
門
に
し
て
い

る
私
に
な
ぜ
と
思
っ
た
。
ど
う
や
ら
、

私
が
ア
フ
リ
カ
の
ザ
イ
ー
ル
、
マ
ラ

ウ
イ
に
滞
在
し
た
経
験
が
あ
っ
た
か

講
演
者
に
よ
る
最
新
の
テ
ー
マ
が
好
評

ホ
ッ
ト
な
話
題
で
盛
り
上
が
る
人
間
フ
ォ
ー
ラ
ム
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大
阪
国
際
女
子
大
学

選考種別 出願期間（必着） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

一般入学選考 期
平成 年 月 日（水）

月 日（水）
月 日（土）

いずれかを選択
月 日（日）

月 日（木）
月 日（金）
月 日（木）

一般入学選考 期
平成 年 月 日（木）

月 日（金）
月 日（火） 月 日（金）

月 日（月）
月 日（月）

留学生入学選考
留学生入学選考については、国際交流課までお問い合わせください。
お問い合わせ先 （国際交流課直通）

社会人入学選考
平成 年 月 日（木）

月 日（金）
月 日（火） 月 日（金）

月 日（月）
月 日（月）

大
阪
国
際
女
子
大
学

大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学

選考種別 出願期間（必着） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

一 般 入 学 選 考
平成 年 月 日（水）

月 日（水）
月 日（土） 月 日（木）

月 日（金）
月 日（木）

社会人入学選考
平成 年 月 日（木）

月 日（金）
月 日（火） 月 日（金）

月 日（月）
月 日（月）

平成 年度から、大阪国際女子大学、短期大学卒業生の姉妹及びご息女の受験に際しては、入学検定料が免除となります。詳細については、大
阪国際女子大学・短期大学入試室までお問い合せ下さい。 （入試室直通）

大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

修
士
課
程

経営情報学研究科 二次
平成 年 月 日（木）

月 日（木）
月 日（火） 月 日（金）

月 日（月）
月 日（月）

総合社会科学研究科 二次
平成 年 月 日（木）

月 日（木）
月 日（土） 月 日（金）

月 日（月）
月 日（月）

博士（後期）課程
経営情報学研究科のみ

平成 年 月 日（木）
月 日（木）

月 日（火） 月 日（金）
月 日（月）
月 日（月）

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

大
阪
国
際
大
学

選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

一
般
入
試

方式
平成 年 月 日（木）

月 日（月）
法政経学部 月 日（火）
経営情報学部 月 日（水）

月 日（水）
月 日（月）
月 日（金）

センター試験 選考一次
平成 年 月 日（水）

月 日（金）
独自試験は行わない

方式
平成 年 月 日（月）

月 日（木）
法政経学部 月 日（火）
経営情報学部 月 日（水）

月 日（水）
月 日（木）
月 日（水）

センター試験 選考二次
平成 年 月 日（水）

月 日（金）

独自試験は行わない

月 日（火）
月 日（水）
月 日（月）

方式
法政経学部 月 日（水）午前
経営情報学部 月 日（水）午後

留学生入学選考
留学生入学選考については、国際交流課までお問い合わせください。
お問い合わせ先 （国際交流課直通）（ 年 月 日からは ）

大
阪
国
際
大
学

平成 年度 入試日程 学生 生徒募集要項平成 年度 入試日程 学生 生徒募集要項

留
学
生
の
大
半
が
提
携
校
か
ら
の

入
学
者
。
留
学
生
別
科
は
、
将
来
日

本
の
大
学
の
学
部
や
大
学
院
へ
の
進

学
を
目
指
す
進
学
指
導
コ
ー
ス
と
、

進
学
を
前
提
と
し
な
い
日
本
理
解

出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

大阪国際滝井高等学校 普通科
アカデミック（標準）コース
グローバル（国際）コース
エクセレント（特進）コース

平成 年 月 日（月）
月 日（土）

月 日（金）
月 日（土）

月 日（水） 月 日（火）

大阪国際大和田高等学校 普通科
国際・教養コース
英数コース

平成 年 月 日（月）
月 日（月）

月 日（金）
月 日（土）

月 日（火） 月 日（木）

大阪国際大和田中学校

一 次

平成 年 月 日（金）
月 日（金）

月 日（土）

月 日（月） 月 日（水）
平成 年 月 日（金）

月 日（土）
月 日（日）

二 次

平成 年 月 日（月）
月 日（金）

月 日（土）

月 日（月） 月 日（水）
平成 年 月 日（月）

月 日（土）
月 日（日）

国
際
大
留
学
生
別
科
「
入
学
宣
誓

式
」
が

月

日
行
わ
れ
た
。
西
田

学
長
か
ら
は
「
留
学
生
の
み
な
さ
ん

を
通
し
て
文
化
の
架
け
橋
に
」
と
式

辞
が
述
べ
ら
れ
、
留
学
生
紹
介
、
留

学
生
代
表
の
挨
拶
が
続
い
た
。

同
市
は
、
富
山
国
体
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
成
年
男
女
一
部
の
会
場
で
も

あ
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
対
す
る
関

心
は
強
く
、
シ
ー
ガ
ル
ズ
に
熱
い
視

線
を
お
く
っ
て
い
る
。

景
気
な
ど
の
社
会
情
勢
に
左
右
さ

れ
な
い
チ
ー
ム
。
地
域
に
密
着
し
た

チ
ー
ム

シ
ー
ガ
ル
ズ
の
こ
れ
か
ら

の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

リ
ー
グ
に
、

初
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
誕
生
」
と
新

聞
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た

『
シ
ー
ガ
ル
ズ
』。

月
い
っ
ぱ
い

で
休
部
し
た
「
東
芝
」
を
引
き
継
ぐ

形
で
発
足
し
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
、

本
拠
地
を
富
山
県
黒
部
市
に
置
く
。

元
滝
井
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
監

督
で
同
部
を
日
本
一
の
チ
ー
ム
に
築

き
上
げ
た
、
河
本
昭
義
氏
が
監
督
を

務
め
て
い
る
。
選
手
も
滝
井
高
校
出

身
者
が
多
く
、
昨
年
全
日
本
入
り
を

果
た
し
た
丸
山
舞
子
選
手
ら
約

名

が
所
属
し
て
い
る
。

シ
ー
ガ
ル
ズ
の
活
動
費
を
負
担
す

る
の
は
、
関
西
・
中
部
地
方
を
中
心

と
す
る

社
の
中
小
企
業
が
出
資
し

た
運
営
会
社
「
ウ
ォ
ー
ク
」。
こ
の

ほ
か
、「
シ
ー
ガ
ル
ズ
を
応
援
す
る

会
」
が
あ
り
、
個
人

千
円
、
法
人

万
円
の
寄
付
を
受
け
つ
け
て
い
る
。

シ
ー
ガ
ル
ズ
が
黒
部
市
を
本
拠
地

に
選
ん
だ
の
は
、
河
本
監
督
が

年
富
山
国
体
の
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
ス
タ
ッ
フ
を
務
め
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
市
の
体
育
施
設
を
練
習
場
に

利
用
し
た
り
、
大
手
企
業
か
ら
選
手

の
住
宅
と
し
て
社
宅
の
提
供
を
受
け

た
り
と
、
地
元
ぐ
る
み
の
応
援
ム
ー

ド
が
広
が
っ
て
い
る
の
も
理
由
の
一
つ
。

バ
レ
ー

リ
ー
グ
「
シ
ー
ガ
ル
ズ
」

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
新
た
に
ス
タ
ー
ト

監
督
に
元
滝
井
高
校
の

河
本
氏滝

井
高
出
身
の
選
手
も
参
加

バ
レ
ー

リ
ー
グ
「
シ
ー
ガ
ル
ズ

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
新
た
に
ス
タ
ー

監
督
に
元
滝
井
高
校
の

河
本
氏滝

井
高
出
身
の
選
手
も
参

元
全
日
本
バ
レ
ー
の

中
垣
内
氏
を
講
師
に

女
子
大
・
短
大「
生
涯
健
康
講
演
会
」

国
際
大
の
入
試
改
正
大
き
な
反
響

国
際
大
の
入
試
改
正
大
き
な
反
響

今
年
度
の
入
試
で
は
昨
年
度
に
引

き
続
き
制
度
を
大
幅
に
変
更
し
た
。

変
更
点
の
詳
細
は
前
号
で
紹
介
し

た
が
最
も
大
き
な
変
更
点
は
、
一
般

入
試
を
三
回
実
施
し
、
二
月
の
二
回

は
二
科
目
入
試
と
し
、
三
月
は
一
科

目
と
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

今
年
度
前
半
の
募
集
活
動
と
し
て

本
学
主
催
の
入
試
説
明
会
、
業
者
主

催
の
進
学
相
談
会
、
学
校
訪
問
等
を

実
施
し
て
い
る
が
、
二
科
目
入
試
・

一
科
目
入
試
の
反
響
は
大
き
い
。

各
地

会
場
で
実
施
し
た
教
員
対

象
の
説
明
会
で
は
必
ず
英
語
な
し
で

も
受
験
で
き
る
こ
と
に
対
す
る
質
問

が
出
た
。
語
学
（
英
語
）
教
育
を
看

板
に
掲
げ
て
き
た

が
受
験
科

目
に
英
語
な
し
で
耐
え
て
行
け
る
か

と
の
懸
念
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

は
、
き
め
細
か
い
語
学
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
や
入
学
後
徹
底
し
た
実
力
に
応

じ
た
小
人
数
制
の
語
学
指
導
を
説
明

し
て
納
得
し
て
も
ら
っ
て
来
た
。

ま
た
各
地
で
行
わ
れ
た
業
者
主
催

の
進
学
相
談
会
や
学
校
訪
問
で
は
、

定
員
の

％
に
枠
を
広
げ
た
指
定
校

を
含
む
推
薦
入
学
に
対
す
る
関
心
が

高
く
、
相
談
に
来
る
学
生
た
ち
も
割

り
と
多
く
か
な
り
の
手
ご
た
え
を
感

じ
て
き
た
。

高
校
主
催
の
説
明
会
、
相
談
会
に

も

会
場
参
加
し
て
来
た
が
、
多
様

化
す
る
各
大
学
の
入
試
形
態
に
戸
惑

い
を
隠
せ
な
い
中
で
、
本
学
の
説
明

に
、
分
か
り
や
す
い
、
受
験
し
易
い

と
い
う
評
価
を
得
て
喜
び
を
感
じ
て

い
る
。
今
後
は
高
校
訪
問
を
強
化
し

て
高
校
と
本
学
の
連
携
を
よ
り
深
め

る
努
力
を
し
て
行
き
た
い
。

（
大
阪
国
際
大
学

入
試
室
長

中
島
是
美
）

女子大 短大

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

昨
年
上
回
る
参
加
者

優
秀
な
人
材
獲
得
を
確
信

優
秀
な
人
材
獲
得
を
確
信

今
年
度
前
半
の
募
集
活
動
に
つ
い
て

文
部
省
の
規
制
緩
和
の
結
果
、
推

薦
枠
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
平
成

年
度
入
試
に

つ
い
て
は
、

本
学
を
理
解
し
本
学

で
学
び
た
い
生
徒
に
入
学
し
て
も
ら

う
こ
と
が
、
教
育
の
効
果
を
上
げ
社

会
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る

と
い

う
方
針
に
基
づ
き
、
特
別
推
薦
を
含

む
推
薦
選
考
に
重
点
を
お
い
て
、
本

学
の
教
育
内
容
に
関
心
を
も
つ
生
徒

の
入
学
を
期
待
す
る
募
集
活
動
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
過
去
の
志
願

状
況
を
踏
ま
え
て
実
績
校
を
中
心
と

し
た
学
校
訪
問
を
行
い
、
本
学
の
教

育
理
念
・
入
試
制
度
等
を

す
る

こ
と
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
地
で

開
催
さ
れ
た
相
談
会

に
積
極
参

画
し
、
数
多
く
の
生
徒
に
直
接
本
学

の
魅
力
を
訴
え
か
け
ま
し
た
。

そ
の
成
果
も
あ
り
、

月
か
ら

月
に
か
け
て

回
実
施
し
た
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
昨
年
度
を
上

回
る
参
加
者
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、

全
学
を
あ
げ
て
の
教
職
員
の
対
応
は

心
強
い
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
入
試
日
が
近
づ
く
ご
と

に
見
学
・
相
談
の
た
め
来
学
さ
れ
る

生
徒
の
数
も
増
え
、
保
護
者
同
伴
で

真
剣
に
相
談
さ
れ
る
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
光
景
を
見
る
た
び
に
、

必
ず
や
入
学
後
の
本
学
で
の
学
生
生

活
を

満
足
さ
せ
て
卒
業
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

と
今
か
ら
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で
す
。

上
記
募
集
活
動
は
い
ず
れ
も
、
生

徒
ひ
と
り
ひ
と
り
に
本
学
を
十
分
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
た
地

道
な
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
学

が
望
む
優
秀
な
人
材
の
獲
得
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
と
確
信
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
募
集
活
動
に
対
す
る

関
係
各
位
の
ご
協
力
に
対
し
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
後
半

戦
に
向
け
今
後
よ
り
一
層
の
ご
助
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
大
阪
国
際
女
子
大
学
・
短
期
大
学

副
学
長

長
野
文
典
）

西
田
学
長
式
辞

国
際
大
留
学
生
別
科
で
入
学
式

コ
ー
ス
の

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
お

り
、
今
回
、
日
本
文
化
の
理
解
を
中

心
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス

名
、
ア
メ

リ
カ

名
、
カ
ナ
ダ

名
、
ア
ジ
ア

か
ら
は
中
国

名
、
韓
国

名
、
香

港

名
、
モ
ン
ゴ
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
等
計

名
が
入
学
（
在
学
生

名

計

名
）。

こ
れ
ら
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が

互
い
の
知
識
や
情
報
を
交
換
し
、
よ

り
深
い
生
き
た
国
際
理
解
を
図
っ
て

ほ
し
い
も
の
。
引
き
続
い
て
新
入
生

歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
交
え
て
の
懇
親
の

場
と
な
っ
た
。

女
子
大
・
短
大
生
涯
健
康
研
究
所

主
催
の
「
生
涯
健
康
講
演
会
」
が

月

日
、
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

で
開
催
。
今
年
で
第

回
目
を
迎
え

た
。今

回
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
全
日
本

エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
、
新

日
鐵
ブ
レ
イ
ザ
ー
ズ
（

リ
ー
グ
）

の
中
垣
内
祐
一
氏
を
講
師
に
招
い
た
。

中
垣
内
氏
は
筑
波
大
学
卒
業
後
、
新

日
本
製
鐵
株
式
会
社
に
入
社
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
数
々
の
輝
か
し
い
成

績
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も

全
日
本
代
表
と
し
て
「
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
」
や
「
世
界
選
手
権
」
に

回
出
場
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
も
出
場
し
て
い
る
。
ま
た
、
国

内
大
会
で
は
リ
ー
グ
優
勝
は
も
ち
ろ

ん
、
最
優
秀
選
手
賞
、
猛
打
賞
な
ど

多
く
の
タ
イ
ト
ル
を
受
賞
し
て
い
る
。

講
演
で
は「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
私
」

を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
談

を
披
露
。「
練
習
が
厳
し
く
て
つ
ら

か
っ
た
。ケ
ガ
も
多
く
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
一
色
の
生
活
」
と
話
し
、「
人
に

や
ら
さ
れ
る
練
習
よ
り
も
、
自
分
で

考
え
て
す
る
練
習
が
大
切
」
と
力
強

く
答
え
ら
れ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ら
し
く
、
さ
わ
や

か
な
中
垣
内
氏
。
会
場
に
は
近
隣
の

住
民
だ
け
で
な
く
、
学
生
ら
多
く
の

フ
ァ
ン
が
か
け
つ
け
た
。
人
気
、
名

実
と
も
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
界
で
は

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
と
あ
っ
て
、

今
年
の
講
演
会
は
例
年
よ
り
も
多
い

約

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

国
際
文
化
の
架
け
橋
に

国
際
文
化
の
架
け
橋
に

西
田
学
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
受
け
る
留
学

生
た
ち

国際大

一
般
入
試
、

月
は

回

科
目

月

回
・

科
目
に
、
推
薦
枠
も
拡
大



公
賓
と
し
て
来
日
中
の
金
鐘
泌

（
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ピ
ル
）
韓
国
首
相

が

月

日
、
王
仁
博
士
を
ま
つ
っ

た
と
さ
れ
る
大
阪
国
際
大
に
近
い
府

史
跡
「
伝
王
仁
（
わ
に
）
墓
」（
枚

方
市
藤
阪
東
町

）
に
参
拝
、
日
韓

文
化
交
流
の
先
駆
者
に
敬
意
を
表
し

た
。王

仁
博
士
は

世
紀
末
、
朝
鮮
半

島
の
百
済
か
ら
わ
が
国
に
「
論
語
」
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枚
方
市
と
大
阪
国
際
大
な
ど
市
内

大
学
で

月

日
、「
学
園
都
市

ひ
ら
か
た
推
進
協
議
会
」を
設
立
し
た
。

行
政
と
市
内

大
学
が
連
携
を
強

化
し
、
大
学
が
持
つ
情
報
・
人
材
・

や
千
字
文
を
伝
え
た
と
さ
れ
る
。
日

本
の
学
問
の
祖
と
し
て
尊
敬
さ
れ
、

江
戸
期
に
伝
承
を
も
と
に
墓
が
つ
く

ら
れ
た
。
戦
後
は
な
が
く
訪
れ
る
人

も
な
く
荒
廃
し
て
い
た
が
、
地
元
住

施
設
な
ど
す
ぐ
れ
た
機
能
を
活
用
し

て
市
長
に
と
っ
て
魅
力
あ
る

学
園

都
市
ひ
ら
か
た

づ
く
り
を
目
標
に

漢
字
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ク

イ
ズ
に
挑
戦
す
る
「
ひ
ら
か
た
漢
字

選
手
権
」（
枚
方
文
化
観
光
協
会
主

催
）
が
、

月

日
国
際
大
を
会
場

に
約

人
が
参
加
し
催
さ
れ
た
。

漢
字
を
日
本
に
伝
え
た
と
い
わ
れ

て
い
る
伝
説
の
人
物
、
王
仁
（
わ
に
）

博
士
ゆ
か
り
の
地
が
枚
方
市
（
藤
阪

東
町
）。
日
韓
親
善
の
始
祖
で
も
あ

る
博
士
の
功
績
に
関
心
も
高
く
、
国

際
大
近
く
に
「
伝
王
仁
墓
」

が
あ

る
こ
と
か
ら
、
枚
方
を
漢
字
の
ま
ち

と
し
て
全
国
に
発
信
し
て
い
こ
う
と

開
か
れ
た
初
の
企
画
。

当
日
は
、
小
・
中
・
高
生
別
に

文
字
熟
語
の
知
識
を
競
う
「
千
字
文

漢
字
大
会
」
も
同
時
に
開
催
さ
れ
、

漢
字
博
士

を
目
指
し
難
問
に
取

り
組
ん
で
い
た
。

「
伝
・
王
仁
墓
（
大
阪
府
史
跡
）」

墓
城
は
府
道
・
枚
方
高
槻
線
の
長

尾
台
郵
便
局
を
西
に
入
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
。

毎
年

月
に
は
「
納
涼
む
く
げ
ま

つ
り
」、

月

日
に
は
「
博
士
王

仁
ま
つ
り
」
を
催
し
て
い
る
。

近
く
の
市
立
王
仁
公
園
や
府
勤
労

者
憩
い
の
家
・
王
仁
山
荘
の
名
称
は

史
跡
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
た
。

平
成

年
、「
市
内
大
学
学
長
・
市

長
懇
談
会
」
を
結
成
。
協
議
会
は
、

懇
談
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
成
果
を

基
礎
に
、
大
学
・
市
民
・
行
政
の
一

層
の
連
携
を
は
か
る
と
と
も
に
、

世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
学
園
都
市
づ
く

り
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。
設
立
総

会
に
は
西
田
俊
夫
本
学
学
長
ら

大

学
学
長
と
中
司

宏
市
長
ら
が
参
加
。

今
後
、

各
大
学
の
教
員
ら
が
市

の
審
議
会
等
に
よ
り
一
層
参
加
し
、

そ
の
意
見
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る

大
学
情
報
を
積
極
的
に
市
民
に
提
供

す
る

大
学
図
書
館
と
市
立
図
書
館

の
連
携

な
ど
を
発
展
的
に
進
め
る
。

超
氷
河
期

で
の
就
職
指
導

超
氷
河
期

で
の
就
職
指
導

国際大

個
別
相
談

重
点
の
指
導

自
ら
が
ん
ば
る

自
覚
持
と
う

清潔第 、地ビール造りに全力

私は某外食会社に勤務していましたが、約 年半前に作り手の仕事がし

たいと思い、滋賀県長浜市にある地ビール会社に思い切って転職しました。

現在は社内の醸造部に所属しており、レストラン部と醸造部で 人ほど

の小さな会社です。入社した当初、周りの人には、酒類に関して知識も豊

富で、酒に関してうんちくを披露するような人もいまして、私みたいに“た

だ飲むのが好きだ”というような人間には、場違いな雰囲気をよく感じた

ものです。しかし地ビール業界の歴史の浅さも私に味方した様で、何とか

今までやっていくことが出来ました。今では出来たビールを片手に「今回

のビールは ですね。」なんて、うんちくを語っています。

そこで、こんな私でも偉そうにうんちくを披露させて頂きたいと思いま

す。 ビール醸造において一番大事なことは、ビールは雑菌に弱い物なの

で、常に醸造所内・使用機具・長靴の裏まで清潔にしなければならないと

いうことで、それから妥協したときに求めている完成品から後退していく

と感じています。 とはいっても雑菌というのは、よっぽど目のいい人で

も見えるものではないので、ひたすら掃除をするだけです。

最後に手前味噌にはなりますが、本年度の「ジャパン・ビアカップ」と

いうビールコンペで「長浜エール」（ビールアイテムの名前です）が金賞

を頂きました。長浜におこしの際にはぜひ長浜エールを飲みにきてくださ

い。

OB・OGレポートOB・OGレポート
数字と戦い、特色ある店、めざす

私は現在、 オンワード樫山に勤務しております。販売職として社会人

生活をスタートさせて今年で、 年目を迎えております。

入社当時の希望として、この仕事に就くからには、いつかは店長として、

店を運営していきたいと考えておりました。現実、入社 年目で自社ブラ

ンドである、組曲（ブランド）の店長に任命されました。私にとって少し

早すぎた大役に、緊張の日々が何年も続き、何度も挫折しかけましたが、

今現在は自分なりに、今まで経験してきたことを生かし、自分らしく仕事

に励んでおります。私の仕事の内容は、自分の担当店の計数管理はもちろ

んのこと、それと同じくらい大切である、スタッフ育成教育が主な仕事で

す。

時代は確実に変化し続けています。販売職も数年前よりも、さらに強い

販売力を求められる難しい時代になりました。今の時代の販売力というの

は、物（商品）だけを売る技術があるだけでは通用しません。これだけ同

じようなものがどこのお店にも氾濫しているのですから、自分たちの店、

または自分個人のアピールがどれだけできるかで、お店の存在感も変わっ

てくるのではないかと考えております。

今の私の目標として、どこにでもある店の一つではなく、他店と差別化

できる店づくりを、スタッフとともに目指しております。

販売職とは、現実には毎日が数字との戦いではありますが、服が好きで

あること、商品（服）を通して、いろんな人との出逢いを楽しみたいと思

う人には、とてもやりがいのある仕事だと思います。また、季節の変化、

流行の移り変りを意識的に感じる事ができ、つねに変化を楽しめる仕事で

す。これからも、現状に満足することなく、日々自分の理想とする店づく

りを目指して、努力して参ります。

大
阪
国
際
大
学
経
営
情
報
学
部

年
卒

長
浜
浪
漫
ビ
ー
ル

醸
造
師

清
井

崇

大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学
家
政
科
生
活
文
化
コ
ー
ス

年
卒

オ
ン
ワ
ー
ド
樫
山

そ
ご
う
神
戸
店
組
曲
店
長

川
戸

啓
衣

氷
河
期
と
は

就
職
を
希
望
す
る

学
生
総
数

企
業
が
採
用
し
よ
う
と

す
る
新
卒
者
総
数

と
い
う
状
況
で

し
た
。

現
在
は
こ
れ
に

企
業
が
求
め
る

能
力
に
達
し
て
い
な
い
人
材
は
採
用

し
な
い

が
加
わ
っ
た
た
め
に
、
ま

す
ま
す
状
況
が
厳
し
く
な
り
、
超
氷

河
期
と
称
し
て
い
ま
す
。

こ
の
厳
し
い
状
況
下
で
も
採
用
さ

れ
る
学
生
と
は

基
礎
学
力
（
高

校
程
度
）
と
社
会
常
識
を
持
ち

柔

軟
か
つ
プ
ラ
ス
思
考
の
能
力
が
あ
り

積
極
的
な
情
報
収
集
能
力
と

積

極
的
な
行
動
力
を
備
え

若
干
の
技

術
能
力
（
パ
ソ
コ
ン
等
）
を
身
に
つ

け
た
人
材

で
す
。

つ
ま
り
企
業
が
求
め
る
人
材
と
は
、

バ
ブ
ル
期
も
超
氷
河
期
も
、
基
本
は

ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

実
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
を
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
さ
せ
る
の
は
、
簡
単
な
こ
と

な
の
で
す
。

前
述
の

企
業
が
求
め
る

の
資
質
は
、
ど
れ
も
他
か
ら
与
え
ら

れ
て
身
に
つ
く
も
の
で
は
な
い

の

だ
か
ら
、
自
ら
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う

と
い
う
自
覚
を
持
ち
さ
え
す
れ
ば
い

い
か
ら
で
す
。

就
職
室
で
は
、
学
生
の
自
覚
を
促

す
為

個
別
相
談

に
重
点
を
置
い

た
指
導
を
行
い
、
毎
年
成
果
を
あ
げ

て
お
り
ま
す
。

（
大
阪
国
際
大
学
就
職
課
長
代
理

上
田
弘
明
）

か
で
も
動
機
づ
け
を
最
重
点
課
題
と

し
て
い
る
。

学
生
に
は
、
ま
ず
、
き
っ
ち
り
し

た
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
た
て
、
ど
う

い
う
位
置
付
け
で
就
職
す
る
の
か
を

明
確
に
し
、
自
己
の
適
性
に
合
っ
た

業
・
職
種
を
決
定
し
、
積
極
的
に
行

動
す
る
こ
と
の
啓
発
か
ら
始
め
、
こ

れ
を
支
援
す
る
各
種
行
事
を
行
っ
て

女子大 短大

適
性
に
合
う
業
種
探
し
支
援

面
談
や
あ
っ
旋
な
ど
の
進
路
指
導
も

新
卒
求
人
倍
率
が
大
学

・

倍
、
短
大

・

倍
と
過
去
最
悪

と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
事
情
に
も
拘

ら
ず
、
学
生
の
就
職
希
望
率
や
就
職

活
動
意
欲
が
年
々
低
下
し
て
い
る
と

い
う
特
徴
的
な
現
象
が
全
国
的
に
起

き
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
文
部
省
基

本
調
査
の
通
り
就
職
も
進
学
も
し
な

い

無
業
者

の
増
加
傾
向
の
原
因

と
な
っ
て
お
り
、
更
な
る
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
。

本
学
で
の
就
職
指
導
は
、
大
学
と

短
大
で
若
干
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

求
人
確
保
、
学
生
の
動
機
づ
け
、
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
柱
と
し
て
お
り
、
な

い
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
な

か
な
か
十
分
な
成
果
が
あ
が
ら
な
い
。

例
え
ば

月
か
ら

月
に
か
け
て

ま
だ
内
定
を
得
て
い
な
い
全
学
生
に

就
職
室
か
ら
手
紙
、

メ
ー
ル
、
電

話
、
葉
書
で
活
動
を
促
し
、
相
談
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
来
室
す
る
よ
う
に
勧
め

た
が
、
反
応
は
不
本
意
な
も
の
だ
っ

た
。

引
き
続
き

月
以
降
も
面
談
、
受

験
斡
旋
な
ど
個
別
指
導
に
努
め
る
と

同
時
に
、
思
い
通
り
に
就
職
で
き
な

い
学
生
も
で
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
就
職
以
外
の
進
路
も
含
め
た

進
路
指
導
に
も
留
意
し
て
い
る
。

（
大
阪
国
際
女
子
大
学
・
短
期
大
学

就
職
室
長

近
藤

徹
）

植
樹
や
見
学
、
国
際
大
近
く
の
府
史
跡

民
ら
で「
王
仁
塚
の
環
境
を
守
る
会
」

を
結
成
し
て
清
掃
活
動
な
ど
を
行
い
、

い
ま
で
は
韓
国
か
ら
の
修
学
旅
行
生

の
訪
問
も
多
く
、
日
韓
親
善
友
好
の

シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

金
首
相
は
中
司

宏
市
長
ら
に
迎

え
ら
れ
、
墓
前
で
焼
香
し
て
一
礼
。

こ
の
あ
と
自
ら
ス
コ
ッ
プ
を
取
っ
て

ヤ
マ
モ
モ
の
木
を
植
樹
し
、
論
語
や

千
字
文
の
碑
な
ど
を
見
学
し
た
。論語などの碑に見入る金首相

初
の
企
画
、
国
際
大
で
開
催

初
の
企
画
、
国
際
大
で
開
催

枚
方
を
漢
字
の
ま
ち

に

枚
方
を
漢
字
の
ま
ち

に

ひ
ら
か
た
漢
字
選
手
権

ひ
ら
か
た
漢
字
選
手
権

協議会設立総会に出席の枚方市長や 大学学長（写
真右から 人目が西田学長） 枚方市提供

枚方市、国際大など 大学参加

学園都市ひらかた
推進協議会 を設立
学長・市長懇談会を改組
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文化祭文化祭 学園の秋 最大イベント学園の秋 最大イベント 大学祭大学祭

秋
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
大
学
祭
、
文
化
祭
が

月
か
ら

月
に
か
け
て
各
学
校
で
開
催
。
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
模

擬
店
が
所
狭
し
と
立
ち
並
び
、
音
楽
が
奏
で
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
こ
と
し
も
地
域
の
住
民

や
父
母
ら
が
多
数
参
加
さ
れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
祭
り
気
分
が
漂
っ
た
。

ダンスや一発芸などで盛り上がったなんでもコンテスト。左は優勝を獲得した副本のり子さん（短大国際文化学科 回生） 留学生らも模擬店やイベントに参加し、一層交流を深めた国際大の大学祭

女子大 短大女子大 短大女子大 短大 全員集合 優花祭全員集合 優花祭 国際大国際大国際大夢限への挑戦夢限への挑戦

同窓会など 団体が楽しむ

模擬店や学長杯バレー
野外ステージも大賑い

タレント吉野沙香さん招き

ライブ トークショー
個性あふれる「青年の主張」

市
民
と
の
交
換
の
輪
広
が
る

市
民
と
の
交
換
の
輪
広
が
る

ものまね大会やダンス
滝井高滝井高滝井高 みんなの心を一つにみんなの心を一つに

模擬店もたくさん出て校内はにぎわいをみせた（滝井高校）

クラスの演劇発表やコーラス
大和田中 高大和田中 高大和田中 高 大盛況 PTAバザー大盛況 PTAバザー

大盛況だったPTA父母らによるバザー（大和田高校）

練習の成果を発揮する生徒たち（大和田中学）

国
際
大
は

月

日
、

日
に
大

学
祭
を
開
催
。
第

回
目
を
迎
え
た

こ
と
し
の
テ
ー
マ
は
「
夢
限
へ
の
挑

戦
」。学
生
全
員
で
一
つ
の
大
学
祭
を
、

よ
り
熱
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と

の
考
え
か
ら
こ
の
テ
ー
マ
に
決
定
。

「
無
限
」
で
は
な
く
、「
夢
限
」
と
し
、

「
限
り
な
い
夢
」
へ
向
か
っ
て
の
挑

戦
と
し
た
。

月

日
に
は
、
タ
レ
ン
ト
の
吉

野
沙
香
さ
ん
の
ラ
イ
ブ

ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
、
芝
ス

テ
ー
ジ
で
は
「
青
年
の
主
張

編
」
と
題
し
て
、
個
性
あ
ふ
れ
る
学

生
ら
の
主
張
が
飛
び
出
す
な
ど
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
笑
い
が
こ
だ
ま

し
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

ま
た
、
た
こ
焼
き
や
お
好
み
焼
き

の
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
で
学
生
た
ち
の

歓
声
が
響
き
わ
た
り
、
祭
り
ム
ー
ド

一
色
と
な
っ
た
。

日
間
と
も
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵

ま
れ
、
近
所
の
住
民
ら
も
多
数
参
加

し
、
交
歓
の
輪
が
広
が
っ
た
。

女
子
大
・
短
大
の
大
学
祭

優
花

祭

は
、

月

日
、

日
の

日
間
開
催
さ
れ
た
。

第

回
目
を
迎
え
た
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
全
員
集
合

」。
大
学
生
活

を
充
実
さ
せ
る
の
は
、
大
学
や
学
友

会
の
力
で
は
な
く
、
学
生
ひ
と
り
ひ

と
り
の
力
、
と
の
呼
び
か
け
に
祭
は

ス
タ
ー
ト
。
ゼ
ミ
単
位
の
模
擬
店
や
、

同
窓
会
、
教
職
員
も
混
じ
っ
て
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ク
ラ
ブ
や
有
志

の
発
表
な
ど
約

団
体
が
参
加
し
た
。

中
庭
の
噴
水
広
場
に
野
外
ス
テ
ー

ジ
が
組
ま
れ
、
何
で
も
コ
ン
テ
ス
ト

や
吉
本
の
お
笑
い
な
ど
が
く
り
広
げ

ら
れ
、
会
場
内
で
優
花
祭
実
行
委
員

を
探
し
出
し
て
シ
ー
ル
を
集
め
る

シ
ー
ル
ラ
リ
ー
や
、
恒
例
の
学
長
杯

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
も
実
施
。

一
般
市
民
を
含
め
、

日
間
で
延

べ

人
が
来
場
し
、
日
頃
と

は
ガ
ラ
リ
と
違
っ
た
雰
囲
気
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
学
生
ら
は
晴
れ
の
日
を

楽
し
ん
で
い
た
。

滝
井
高
校
で
は

月

日
、

日

に
文
化
祭
を
開
催
。
テ
ー
マ
は

「

み
ん
な
の
力
で
ひ
と

つ
に
な
る

」。
文
化
祭
前
の
準
備

期
間
か
ら
終
わ
る
ま
で
、
一
人
一
人

が
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
し
、
終

わ
っ
た
時
に
は
皆
の
心
が
一
つ
に

な
っ
て
い
れ
ば
と
の
願
い
か
ら
こ
の

テ
ー
マ
が
付
け
ら
れ
た
。

い
ろ
ん
な
模
擬
店
が
出
た
ほ
か
、

体
育
館
で
は
有
志
に
よ
る
ダ
ン
ス
な

ど
が
披
露
さ
れ
た
。
ま
た
、
運
動
場

舞
台
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
・
も
の
ま
ね

大
会
で
盛
り
上
が
り
、
笑
い
声
が
校

内
に
響
き
わ
た
っ
た
。

大
和
田
中
・
高
の
文
化
祭
は

月

日
に
開
催
。
第

回
を
迎
え
た
高

校
の
テ
ー
マ
は
「
青
春
だ
あ

奇
跡

を
お
こ
せ

」。今
年
も
テ
ー

マ
に
そ
っ
て

、

年
生

ク
ラ
ス

が
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
制
作
に
取
り
組

み
、
本
館

階
の
体
育
館
に
展
示
。

恒
例
と
な
っ
た

父
母
ら
に

よ
る
バ
ザ
ー
を
は
じ
め
、
ク
ッ
キ
ー

や
パ
フ
ェ
の
模
擬
店
が
出
て
、
生
徒

た
ち
は
大
喜
び
で
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
ま
た
、
例
年
の
ご
と
く
ク

ラ
ス
や
ク
ラ
ブ
に
よ
る
舞
台
発
表
、

有
志
の
バ
ン
ド
演
奏
で
校
内
は
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
た
。

中
学
は
第

回
目
の
文
化
祭
。

テ
ー
マ
は「

」

意
志
を
貫
こ
う

で
、
奥
田
メ
モ

リ
ア
ル
ホ
ー
ル
を
舞
台
に
各
ク
ラ
ス

の
演
劇
や
コ
ー
ラ
ス
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

月

日
、
徳
島
県
私
立
生
光
学

園
高
校
で
、
女
子
大
・
短
大
の
教
員

に
よ
る
出
張
講
義
が
初
め
て
実
施
さ

れ
た
。
心
理
学
、
旅
行
業
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の

講
座
を
約

名
が
分
か
れ
て
受
講
、
好
評
に
終

わ
っ
た
。

高
校
で

出
張
講
義

好
評

画
期
的
な
試
み

女
子
大
・
短
大

懸
案
だ
っ
た

長
尾
駅
か
ら
国

際
大
（
経
由
）
穂
谷
間
の
バ
ス
路
線

（
京
阪
バ
ス
）
が
新
規
に
開
通
し
、

月

日
か
ら
運
行
を
始
め
た
。

当
面

時
間
に

本
程
度
だ
が
、

来
春
に
は
京
阪
枚
方
市
駅
か
ら
も
国

際
大
を
経
由
し
て
穂
谷
行
き
が
新
設

さ
れ
る
予
定
で
、
利
便
性
が
一
段
と

高
ま
っ
た
。

新
規
バ
ス
路
線
が
開
通

長
尾
駅

国
際
大

クラスでタペストリー制作
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全
日
本
女
子
短
大
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

全
日
本
女
子
短
大
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

み
ご
と

連
覇
の
快
挙

み
ご
と

連
覇
の
快
挙

夢
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
」

夢
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
」

実
業
団
で
の
活
躍
に
自
信

ソフトボール部 藤本珠貴さんボール部 藤本珠

ひ
と
ひ
と

バ
ス
ケ
堂
々
の
優
勝

バ
ス
ケ
堂
々
の
優
勝

バ
レ
ー
健
闘
準
優
勝

バ
レ
ー
健
闘
準
優
勝

全
国
私
立
短
大
体
育
大
会

全
国
私
立
短
大
体
育
大
会

大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
大学院 経営情報学部 政経学部 留学生別科

冬期休暇前授業終了
集中講義（ ）

平成 年
冬期休暇明授業開始
後期授業終了
後期補講（ ）
後期試験（ ）
集中講義（ ）
後期追試験（ ）
卒業証書・学位記授与式

大阪国際女子大学
人間科学部社会コミュニケーション学科 人間健康科学科
国際コミュニケーション学科 スポーツ行動学科

大阪国際女子短期大学
家政科 幼児教育科 国際文化学科

後期中断
集中講義・補講（ ）

平成 年
集中講義・補講
後期開講
後期終講
後期試験（ ）
追・再試験（ ）
卒業証書・学位記授与式
卒業証書授与式

大阪国際滝井高等学校

期末考査（ ）
終業式

平成 年
始業式、カルタ会
年授業終了
、 年マラソン大会

卒業式
学年末考査（ ）
終業式
年学習合宿（ ）

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

期末考査（ ）（高校）
期末考査（ ）（中学）
終業式

平成 年
始業式
英語暗唱大会（中学）
コーラス大会（高校）
年学年末考査（ ）（中学）

卒業式（高校）
学年末考査（ ）（高校）
卒業式（中学）
年オーストラリア修学旅行

（ ）（中学）
終業式

大阪国際大和田幼稚園

クリスマス大会
終業式

平成 年
始業式
生活発表会
お別れもちつき大会
保育修了式
終業式

大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
大学院 経営情報学部 政経学部 留学生別科

大阪国際女子大学
人間科学部社会コミュニケーション学科 人間健康科学科
国際コミュニケーション学科 スポーツ行動学科

大阪国際女子短期大学
家政科 幼児教育科 国際文化学科

大阪国際滝井高等学校

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

大阪国際大和田幼稚園

谷

啓
さ
ん
招
き
音
楽
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

創
立

周
年

で
近
隣
住
民
席
増

感動、熱気、興奮、拍手感動、熱気、興奮、拍手
秋
の
恒
例
行
事
、
奥
田
メ
モ
リ
ア

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

月

日
、

奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

た
。第

回
目
と
な
る
今
回
の
出
演
者

は
、「
谷

啓
と
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
」。
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
谷

啓
さ
ん
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
ク

レ
ー
ジ
ー
キ
ャ
ッ
ツ
の
メ
ン
バ
ー
。

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
谷

啓

さ
ん
が

年
前
に
結
成
し
た
バ
ン
ド

で
、
ジ
ャ
ズ
か
ら
ロ
ッ
ク
、
民
謡
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
音
楽
と
名
が
付
け

ば
全
て
演
奏
す
る
。
メ
ン
バ
ー
は
、

田
辺
信
男
さ
ん
や
中
川
喜
弘
さ
ん
ら

日
本
音
楽
業
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
が

そ
ろ
う
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
日
本
屈
指
の

ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
あ
る
谷

啓
さ
ん
を
中
心
に
音
楽
、
ト
ー
ク
な

ど
の
本
格
的
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
シ
ョ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
約

人
で
ぎ
っ
し
り
埋
ま
っ
た
会

場
は
、
盛
大
な
拍
手
が
鳴
り
響
き
、

熱
気
と
興
奮
に
包
ま
れ
、
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

近
隣
の
方
々
を
中
心
に
市
民
を
無

料
招
待
し
た
。
ま
た
、
開
催
日
を
学

園
創
立

周
年
記
念
式
典
（

月

日
）
後
の
こ
の
日
に
実
施
し
、

周

年
を
迎
え
た
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

地
域
に
開
か
れ
た
学
園
を
目
指
し

て
始
め
ら
れ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
た
ち
も

多
く
、
今
回
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
せ
た
と
の
声
が
た
く
さ
ん
聞
こ

え
、
笑
い
あ
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

あ
り
、
そ
し
て
感
動
あ
り
の
素
晴
ら

し
い
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
た
。

女
子
大
・
短
大
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
が
昨
年
、
一
昨
年
と
優
勝
し
て

い
る
「
第

回
全
日
本
女
子
短
期

大
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
で
今

年
も
見
事
優
勝
、

連
覇
の
快
挙

を
成
し
遂
げ
た
。

大
会
は
全
日
本
大
学
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
連
盟
主
催
で
、

月

日

か
ら

日
の

日
間
、
日
本
体
育

大
学
深
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

の
短
期
大
学
が
参
加
し
、
本

学
が
見
事
そ
の
頂
点
に
た
ち
、

年
連
続
の
栄
冠
を
勝
ち
得
た
。

ク
ラ
ブ
活
動

（
敬
称
略
）

国
際
大

硬
式
庭
球
部

・

関
西
学
生
チ
ャ
レ
ン

ジ
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ダ
ブ
ル
ス

宮
地
将
弘
（
経
情

）・
森

直
樹

（
政
経

）
準
優
勝

軟
式
野
球
部

・

第

回
全
日
本
大
学

軟
式
野
球
選
手
権
大
会

回
戦
敗

退
女
子
大
・
短
大

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・

月

月

関
西
学
生
女
子
リ
ー

グ
戦

部
リ
ー
グ

位

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

月

月

関
西
学
生
女
子
リ
ー

グ
戦

部
リ
ー
グ

位

滝
井
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

近
畿
高
校
バ
レ
ー
優

勝
大
会

ベ
ス
ト

・

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
中
国
親
善
訪

問
団
の

人
と
し
て
高
山
千
夏
さ
ん

（

年
）
が
中
国
・
上
海
市
を
訪
問

吹
奏
楽
部

・

、

府
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
北
地
区
大
会

金
賞

大
和
田
高
校

剣
道
部

・

平
成

年
度
玉
竜
旗

高
校
剣
道
大
会

回
戦
敗
退

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・

平
成

年
度
近
畿
高

校
選
手
権
大
会

個
人
戦
・
団
体
戦

ど
ち
ら
も

回
戦
敗
退

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・

第

回
近
畿
高
校
選

手
権
大
会

回
戦
敗
退

・

第

回
記
念
近
畿
私

立
高
校
選
抜
大
会

決
勝

部
ト
ー

ナ
メ
ン
ト

初
戦
敗
退

大
和
田
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

北
河
内
地
区
大
会

準
優

勝
（
第

回
大
阪
中
学
校
秋
季
総
合

体
育
大
会
に
出
場
）

・

、

第

回
大
阪
中
学
校

秋
季
総
合
体
育
大
会
出
場

く
ま
も
と
未
来
国
体

大
阪
府
代
表

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
女
子

高
山
千
夏

越
川
瞳
美

小
畑
真
美

薮
本
典
子

（
以
上
滝
井
高

年
）

女
子
大
・
短
大
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
、

月

日
か
ら

日
に
か
け
て
行
わ
れ

た
「
第

回
全
国
私
立
短
期
大
学
体

育
大
会
」
で
見
事
な
成
績
を
お
さ
め

た
。バ

レ
ー
ボ
ー
ル
は
大
阪
府
立
体
育

会
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
全
国
か
ら

校
の
短
大
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

本
学
は
決
勝
で
強
豪
の
嘉
悦
女
子
短

大
（
東
京
）
に
敗
れ
た
も
の
の
準
優

勝
。バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、
大
阪
市

中
央
体
育
館
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て

開
催
。
本
学
は

ブ
ロ
ッ
ク
（

校

が
参
加
）
の
グ
ル
ー
プ
で
、

回
戦

は
シ
ー
ド
、

回
戦
か
ら
の
登
場
で

順
調
に
勝
ち
進
み
、
決
勝
で
中
京
女

子
短
大
（
愛
知
）
を
下
し
、
見
事
優

勝
を
飾
っ
た
。

ウ
イ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
は
自

然
に
落
ち
る
ド
ロ
ッ
プ
ボ
ー
ル

そ
う
話
す
の
は
、
大
阪
国
際

大
和
田
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

で
エ
ー
ス
と
し
て
チ
ー
ム
を

引
っ
張
っ
て
き
た

年
生
の
藤

本
珠
貴
さ
ん
。
昨
年
の
全
国
選

抜
大
会
（
準
優
勝
）、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
（
ベ
ス
ト

）
で
、
一
躍

全
国
区
に
躍
り
出
た
サ
ウ
ス

ポ
ー
投
手
。「
高
校
生
活
で
一

番
の
思
い
出
に
な
り
、
自
分
の

ピ
ッ
チ
ン
グ
に
自
信
が
つ
き
ま

し
た
」
と
振
り
返
る
。

藤
本
さ
ん
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
始
め
た
の
は
小
学
校

年
生

の
時
。
兄
の
影
響
で
幼
稚
園
か

ら
野
球
を
始
め
た
の
が
き
っ
か

け
。
以
来
投
手
一
筋
。
ズ
バ
抜

け
た
才
能
を
持
ち
な
が
ら
も

チ
ー
ム
に
恵
ま
れ
ず
中
学
時
代

は
無
名
。
そ
ん
な
藤
本
さ
ん
が
大
和

田
高
校
に
入
学
し
た
こ
と
で
実
力
が

一
気
に
開
花
し
、
高
校

年
間
で
近

畿
大
会
優
勝
な
ど
た
く
さ
ん
の
輝
か

し
い
成
績
を
残
し
た
。
な
か
で
も
藤

本
さ
ん
の
運
命
を
変
え
た
の
は
、
や

は
り
先
の

つ
の
大
会
。
全
国
選
抜

大
会
は

年
ぶ
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

は

年
ぶ
り
の
出
場
で
、
ど
ち
ら
も

ほ
ぼ
全
試
合
投
げ
、
実
力
の
片
鱗
を

見
せ
つ
け
た
が
、
春
も
夏
も
全
国
制

覇
し
た
強
豪
の
神
奈
川
・
厚
木
商
高

に
惜
し
く
も
敗
れ
た
。

「
借
り
を
返
し
た
か
っ
た
。
だ
か

ら

年
生
の
時
は
ぜ
ひ
と
も
全
国
大

会
に
出
場
し
た
か
っ
た
」
と
話
す
藤

本
さ
ん
。
残
念
な
が
ら
今
年
の
全
国

選
抜
大
会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
、

府
予
選
の
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
敗

れ
、
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
、
藤
本
さ
ん
は

年
連
続

で
国
体
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
た
が
、
こ

こ
で
も
近
畿
予
選
で
敗
れ
、
国
体
出

場
は
な
ら
な
か
っ
た
。

「
や
り
残
し
た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
不
完
全
燃
焼
で
す
」
悔
し
さ

い
っ
ぱ
い
の
藤
本
さ
ん
は
卒
業
後
、

熱
心
な
誘
い
を
受
け
て
い
た
実
業
団

の
名
門
、
塩
野
義
製
薬
で
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
続
け
る
。
大
和
田
高
校
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
監
督
の
杉
浦
教
諭
は
、

「
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
選
手
を
見

て
き
た
が
、
そ
の
中
で
も
一
番
の

ピ
ッ
チ
ャ
ー
。
ピ
ッ
チ
ン
グ
の
リ
ズ

ム
が
素
晴
ら
し
い
。
今
後
は
投
球
術

を
身
に
つ
け
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

教
え
子
に
エ
ー
ル
を
お
く
る
。
怖
い

者
知
ら
ず
の
藤
本
さ
ん
は
、「
高
校

と
は
レ
ベ
ル
が
違
い
不
安
も
あ
る
が
、

自
分
の
球
が
ど
れ
だ
け
通
用
す
る
か

楽
し
み
で
す
」
と
頼
も
し
い
。

夢
は
と
聞
く
と
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
」
と
き
っ
ぱ
り
話
す
藤
本
さ

ん
。
力
強
く
答
え
る
顔
か
ら
自
信
と

希
望
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。
可
能

性
を
存
分
に
秘
め
た
藤
本
さ
ん
の
今

後
の
活
躍
が
楽
し
み
だ
。

第

回学園の秋を彩る 奥田メモリアルフェスティバル学園の秋を彩る 奥田メモリアルフェスティバル

迫力満点のコンサート。中央が谷 啓さん
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